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1　は　じ　め　に

現在一般的に行われている水稲播種作業は，作集会等で

機械播種し，重くなった育苗箱をパイプハウスまで運搬し

て播種床に並べているのが現状であり，この作業体系では，

育苗枚数が多くなるほど作業者の労働負担は高くなる。そ

こで，本研究では，水稲播種作業時の労働負担軽減を目的

とし，パイプハウス内に並べた育苗箱に床土語め，播種，

覆土作業を直接行うことが可能な手押し式播種作業機を試

作したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）走行機構の改良

市販の手押し式播種機（SR－K6）を2個連結して作業

幅を120cmに拡大した（写真1一奥）。

この試作機を用いて120cm幅に並べた育苗箱上をスムー

スに走行させるために，育苗箱の両側にLアングルを設置

し，これをレールとして走行可能なように車輪幅を延長し

た。プール育苗ではLアングルをプールの枠として用いる

ことが多く，この上を走行させることが可能である（写真

2）。

（2）落下畠調整機構の改良

市販の播種機は播種作業を主目的として製作されている

ため，そのまま培土の落下に用いた場合，本試験で用いた

クレハ人工培土では繰り出し員を最大とした場合でも1行

程で育苗箱1箱当たり300gが上限であった。この状態で

は，育苗箱1箱当たり2，000gの床土語めには7行程．800

gの覆土には3行程の作業を要し作業効率は低いものとな

る。

そこで，車軸のⅤプーリー径を6仇Ⅷから80mへ，播種ロー

ラーのⅤプーリー径を80mから6mmへ替え．車軸と播種ロー

ラー軸の回転比を高め，1行程での落下培土畠を育苗箱1

箱当たり800g程度まで可能とした（写真3）。

（3）播種作業行程

本試験での播種作業行程を図1に示す。覆土後．無加温

出芽し，その後はプール育苗で管理した。

写真1揺梓幅の拡大（手前：市販幾　奥：試作幾）

写真2　プール育苗での作業

写実3　Vプーリーの調整（左：調整前　石：調整後）

－69－



東北虚業研究　　第　50　号　（1997）

図1　試作機を用いた播種作業行程

3　試験結果及び考案

1箱当たりの落下種子虫を180g（催芽籾垂），床土星

を800gに設定し－試作機の落下精度調査をおこなった結

果，種子，培土ともに落下ムラはほとんどみられず作業精

度は良好であった（図2，3，4）。落下種子量は育苗箱

1箱当たり催芽籾垂で120－200gの範囲内で調整可能であ

り，1回の補給で育苗箱160枚程度の播種作業が可能であっ

た。また，落下培土員は育苗箱1箱当たり約800gまで調

整可能であり，育苗箱1箱当たり2，000gの床土詰めは3

行程，800gの覆土は1行程で作業が可能となった。しか

し，ホッパー客員が32ゼしかなかったため，落下培土量を

最大として作業した場合，6mごとに培土の補給が必要で

あり作業効率は低いものとなった。

4　ま　と　め

市販の手押し式播種機を改良して，パイプハウス内の1．2

m幅の播種床に直接播種作業が可能な播種作業機を試作し

た結果．播種ムラ等は見られず作業精度は良好であった。

しかし，床土詰め，覆土作業時には頻繁な培土の補給を要

し作業効率が低かったので，ホッパー客員を大きくする改

良を行う。

中の網掛け部の
苗精について落
量を調査した．
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図4　落下培土鼻調査


